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「まだ50年」の意気で次の50年も
さらなる成長に向けて進みます。

代表取締役社長　酒匂 明彦

1966年8月8日に独立系ソフトウェア専門会社として発足してから、「独立・中立」「成果物責任（請負）」「ユーザー

指向」を創業理念として、お客様にとって最適な情報システムの提案を追求してきました。その結果、国内外に従

業員5,000名超を抱え、ITサービスとヘルスケアサービスを展開する企業グループになりました。

私どもがこうして50周年を迎えられましたのも、ひとえに、ステークホルダーの皆様の温かいご支援の賜物と心

より感謝申し上げます。改めてこの記念となる年を無事迎えられたことに感謝しつつ、「もう50年」と振り返りな

がら、「まだ50年」の意気でさらなる成長に向けて進みます。

最後に、海外連結子会社Accel Frontline Limitedにつきましては、昨年度より多大な損失を計上

し、株主の皆様にご迷惑をおかけしましたことを改めてお詫び申し上げます。当社では、外部有識

者を加えて設置した諮問委員会からの提言を基に、この度、再発防止策を策定しました。今後は、皆

様からの信頼を取り戻すべく、再発防止策を確実に実行し、同様の事態が二度と起こることのない

よう取り組んでまいりますので、なにとぞご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

CACグループは50周年を迎えました
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当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要な経営課題と位置付けて

おり、連結配当性向に留意した安定的な配当を継続することを基本方

針としています。

50周年を迎えた本年、株主の皆様への感謝の意を表して、中間及び期

末配当にて、それぞれ1 株につき4 円の記念配当を実施することにし

ました。年間配当は1 株当たり40 円となる予定です。

配当について―記念配当を実施します
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米Affectivaと提携、感情AI市場の開拓へ

当社は、国内の感情コンピューティング市場の開拓およびソーシャルロボット事業での活用を目的と

して、顔画像分析など感情認識プラットフォームを開発する米国のスタートアップ企業 Affectiva, 

Inc. へ約1億円の出資を行いました。

Affectiva, Inc.の洗練された感情認識ソフトウェアは、偏りのない消費者の反応を取込み、リアルタイ

ムで計測し、瞬間的に生じる自然な感情を98％の精度で分類します。すでに、世界各国の市場調査、メ

ディア、広告、ゲーム市場でグローバルに使用されて

おり、1,400以上のブランドで消費者の感情テストに

用いられるなど、感情認識AIの市場を牽引する存在

です。

連結子会社のシーエーシーでは同社と日本初の販売

代理店契約を締結し、サービスとソフトウェアの販

売、メンテナンスとサポート、導入のコンサルティン

グと構築などを行います。

障がい者スポーツ「ボッチャ」の普及・支援に
取り組んでいます

50周年を機に、社会の皆様への恩返しのひとつとして、障がい者スポーツ「ボッチャ」の普及・支

援への取組みを開始しました。

日本ではまだあまり知られていないボッチャですが、パラリンピック競技であり、健常者から重度障が

い者まで幅広く楽しめ、また、緻密な戦略と駆け引きが詰まった奥深いスポーツであることが大きな魅

力です。ボッチャが誰もが知っているスポーツとなること、障がい者の方々がボッチャに参加できる機

会が拡大することを当社グループの活動目標とし、日本ボッチャ協会の活動支援やボッチャ用具の整

備、社員ボランティアによる国内主要大会などの支援活動、ITを活用したボッチャ観戦環境の整備など

を行っていきます。

※ボッチャとは、ヨーロッパで生まれた重度脳性麻痺者もしくは同程度の四肢重度機能障がい者のために考案されたスポーツ

で、1984年のニューヨーク・パラリンピック大会からパラリンピック競技として採用されています。赤・青のボッチャボール

を投げたり転がしたりして、目標のボッチャボール（ジャックボールと呼ばれる白いボッチャボール）に近づけ、その得点を

争うスポーツです。



業績・財務情報

連結業績概況

サービス別売上高／営業利益
システム構築サービス システム運用管理 BPO／BTOサービス

2016 年第 2 四半期（1-6 月）の売上高は、金融向けの減少があったものの、医薬品開発支援サービスの伸長および Sierra 

Solutionsの新規連結寄与等により増収となりました。利益面では、医薬品開発支援サービスが回復したものの、金融向けの減収に

伴う減益等により、営業利益は微増に留まり、経常利益は円高による為替差損の影響等により減益となりました。親会社株主に帰

属する四半期純利益については、投資有価証券売却益を特別利益に計上しましたが、AFLにおいて発生した事業基盤改善費用を関

係会社事業損失として特別損失に計上したため、前年同期比は減益となりました。

売上高 営業利益 親会社株主に帰属する四半期純利益

損益計算書（抜粋） 貸借対照表（抜粋）

2016年12月期第2四半期累計（2016年1月～ 6月）
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株式の状況・会社情報

株式の状況会社概要

（2016年6月30日現在）

役　員 大株主

所有者別分布状況株主メモ

発行可能株式総数

発行済株式の総数

総株主の議決権の数

株主数

86,284,000株

21,541,400株

196,540個

5,551名

商号

英文社名

本社

設立

資本金

従業員数

取締役会長

代表取締役社長

取締役

取締役

取締役

取締役

社外取締役

社外取締役

社外取締役

社外取締役

常勤監査役

常勤監査役

社外監査役

社外監査役

島田　俊夫

酒匂　明彦

髙橋　久

チェン・ビン

メヘタ・マルコム

西森　良太

花田　光世

松島　茂

廣瀬　通孝

黒田　由貴子

松村　晶信

大須賀　正之

藤谷　護人

石井　光太郎

株式会社CAC Holdings

CAC Holdings Corporation

東京都中央区日本橋箱崎町24番1号

TEL.03-6667-8001（代表）

1966年8月8日

37億204万円

18名（グループ従業員数5,331名）

事業年度

定時株主総会

期末配当基準日

単元株式数

公告方法

株主名簿管理人

同事務取扱場所

同連絡先

1月1日～ 12月31日

3月下旬開催

12月31日（中間配当金の支払いを行うときは6月30日）

100株

電子公告（http://www.cac-holdings.com/）

ただし、やむを得ない事由によって電子公告をすること

ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

〒100-8212 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒100-8212 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

電話 0120-232-711（通話料無料）

※構成比は株式数の比率を示しております。
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個人その他

39.82％
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証券会社
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外国法人等

10.32％

株式会社小学館

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

CAC社員持株会

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

アステラス製薬株式会社

株式会社三井住友銀行

田辺三菱製薬株式会社

キリンホールディングス株式会社

東洋ゴム工業株式会社

BNYML - NON TREATY ACCOUNT
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1,131千株
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431千株

427千株

289千株
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16.30%

5.25%

3.30%

3.20%

3.00%

2.24%

2.00%

1.98%

1.34%

1.33%

持株数 持株比率

※当社は、2016年6月30日現在、自己株式1,884千株を保有しておりますが、

　上記株主からは除外しております。


